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―
―
戸
畑
共
立
病
院
の
沿
革
と
概
要
か
ら
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

戸
畑
共
立
病
院
は
１
９
１
２
（
明
治
45
）
年

の
創
立
以
来
、
１
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
、
北

九
州
医
療
圏
、
特
に
北
九
州
市
の
戸
畑
区
、
若

松
区
に
お
い
て
中
核
的
な
医
療
を
担
っ
て
き
て

お
り
、
特
に
救
急
医
療
、
が
ん
治
療
、
地
域
連

携
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
救
急
医
療
で
は
“
断
ら
な
い
医
療
”

の
実
践
と
並
行
し
て
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

協
議
会
に
も
参
画
し
、
医
師
に
よ
る
救
急
隊
員

ま
す
。
さ
ら
に
歯
科
口
腔
外
科
を
併
設
し
て
い

る
こ
と
も
当
院
の
強
み
で
し
ょ
う
。
タ
イ
ム
リ
ー

な
医
科
歯
科
連
携
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
が
、
術
後

合
併
症
の
予
防
、
患
者
さ
ん
の
栄
養
状
態
の
改

善
、
体
調
の
早
期
回
復
に
よ
る
入
院
期
間
の
短

縮
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
、
災
害
拠
点

病
院
の
指
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
離
島

へ
の
代
診
医
の
派
遣
や
、
ま
た
、
災
害
を
想
定

し
て
の
訓
練
や
研
修
へ
の
参
加
、
病
院
機
能
維

持
の
た
め
の
備
蓄
等
を
行
う
な
ど
、
万
一
の
事

態
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
患
者
数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

診
療
実
績
と
し
て
1
日
の
平
均
入
院
患
者
数
は

１
８
６・４
件
、
平
均
外
来
患
者
数
は
３
０
４・９

件
を
数
え
ま
す
。
ま
た
、
病
院
紹
介
率
は
91
・

５
％
、
逆
紹
介
率
は
１
１
４・
３
％
、
そ
し
て
、

へ
の
指
示
を
行
う
な
ど
、
救
急
業
務
の
高
度
化

と
病
院
前
救
護
体
制
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
が
ん
治
療
に
お
い
て
は
、
外
科
的
な

手
術
療
法
に
加
え
、
放
射
線
治
療
お
よ
び
化
学

療
法
、
さ
ら
に
温
熱
・
高
気
圧
酸
素
療
法
を
組

み
合
わ
せ
た
集
学
的
治
療
を
実
践
し
て
お
り
、

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

地
域
連
携
で
は
、
地
域
医
療
支
援
病
院
の
指
定

を
受
け
、
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
や
周
辺
医
療
機

関
と
の
連
携
を
積
極
的
に
図
る
と
共
に
、
高
額

医
療
機
器
を
揃
え
て
、
こ
れ
ら
の
医
療
機
関
と

共
同
利
用
が
可
能
な
体
制
を
整
備
し
、
地
域
の

医
療
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
特
徴
と
し
て
は
、
整
形
疾
患
・
消

化
器
疾
患
の
患
者
さ
ん
が
多
い
こ
と
か
ら
、
同

領
域
へ
の
診
療
体
制
を
近
年
強
化
し
て
い
る
こ

と
も
あ
げ
ら
れ
、
症
例
数
も
年
々
増
加
し
て
い

救
急
車
搬
入
数
は
２
４
２
４
件
、
救
急
車
応
需

率
は
98
・
５
％
と
高
い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

―
―
医
療
Ｉ
Ｔ
導
入
と
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

更
新
の
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

先
代
院
長
で
あ
る
下
河
辺
正
行
副
理
事
長
の

決
断
で
医
療
の
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
、
２
０
１
３
年

に
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
（
旧
・
東

芝
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
ズ
）
の
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム「H

A
PPY

 A
CT

IS

」を
導
入
し
ま
し
た
。

き
た
こ
と
は
、
電
子
カ
ル
テ
導
入
の
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
と
感
じ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
電
子
カ

ル
テ
は
業
務
の
効
率
化
に
も
貢
献
し
、
医
療
従

事
者
の“
働
き
方
改
革
”が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、

同
様
に
不
可
欠
な
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
「H

A
PPY

 A
CT

IS

」
を
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
に
更
新
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
同

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
医
療
の
質
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

―
―
地
域
医
療
連
携
な
ど
、
今
後
の
病
院
の
展

望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
と

し
て
コ
ロ
ナ
専
門
病
床
を
増
設
し
た
た
め
、
そ

の
分
一
般
診
療
の
病
床
数
が
減
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
救
急
医
療
へ
の
対
応
な
ど
に
影
響
が
出
て

い
ま
す
。
な
お
、
当
院
で
は
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
更
新
の
直
前
、
Ａ
Ｉ
問
診
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
進
め
職
員
の
労
働
負
担
軽
減
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必

要
な
た
め
職
員
を
増
員
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
患
者
数
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
人

件
費
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
難
し
く

　

質
の
高
い
医
療
を
実
現
す
る
た
め
の
チ
ー
ム

医
療
に
は
情
報
の
共
有
化
が
必
須
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
電
子
カ
ル
テ
は
不
可
欠
の
イ
ン
フ
ラ

と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
そ
の
際
、
共
愛
会

の
３
医
療
施
設
、
戸
畑
共
立
病
院
と
戸
畑
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
、
明
治
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
同

じ
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
３
施
設
間

の
シ
ス
テ
ム
連
携
と
デ
ー
タ
共
有
を
実
現
し
ま

し
た
。
３
施
設
間
で
の
デ
ー
タ
連
携
が
実
現
で

な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

こ
こ
２
、３
年
が
我
慢
の
し
ど
こ
ろ
で
、
ワ
ク

チ
ン
が
普
及
し
て
く
れ
ば
状
況
が
改
善
さ
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
努
力

は
続
け
る
所
存
で
す
。

　

一
方
で
、
中
長
期
的
に
は
、
疾
病
の
傾
向
の

変
化
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
機
能
分

化
は
当
然
と
し
て
、
例
え
ば
、
が
ん
診
療
で
は
、

検
診
に
よ
る
早
期
発
見
が
進
む
こ
と
で
、
外
科

的
手
術
よ
り
内
視
鏡
を
用
い
て
治
療
す
る
症
例

が
多
く
な
る
で
し
ょ
う
し
、
一
方
で
人
口
減
少

に
伴
い
、
病
院
規
模
の
縮
小
も
視
野
に
入
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
当
法
人
は
十
数
年
前
か
ら
機
能
分
化

を
進
め
、
急
性
期
か
ら
亜
急
性
期
、
慢
性
期
に

適
応
し
た
医
療
施
設
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
若

干
の
余
裕
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
上

で
、
今
回
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
更
新
に
よ

り
法
人
内
の
施
設
間
連
携
を
深
め
、
総
合
力
に

よ
る
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
と
共
に
地
域

医
療
連
携
に
も
力
を
注
ぎ
、
地
元
住
民
や
地
域

医
療
機
関
と
の
信
頼
を
得
て
集
患
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
会
医
療
法
人
共
愛
会 

戸
畑
共
立
病
院 

院
長今

村
鉄
男
氏
に
聞
く

北九州の地域医療を支えてきた民間病院が
電子カルテシステム更新に求めた要件は、
精緻なデータ連携と機能の高度化であった

北九州医療圏で、100年以上にわたり、救急医療やがん医療など
市民に寄り添った医療を展開してきた戸畑共立病院。
同院では、2020年11月に電子カルテシステムを更新。
さらに、同院の特徴でもある歯科口腔外科との連携のために、
兄弟システムともいえる歯科電子カルテシステムも導入した。
なお、病棟ではスマホ端末等により業務の効率化、
労働負荷軽減など、まさに医療 ITの成果のショーケースとなった。
電子カルテシステム更新の経緯と現時点での評価について、
同院院長の今村鉄男氏、副院長の佐藤英博氏らに聞いた。

戸畑共立病院
社会医療法人共愛会

1951 年福岡県出身。1978 年久留米大学医学部卒。久留米大学病院、北九州中
央病院を経て、1987 年共愛会戸畑共立病院外科勤務。1988 年同院外科部長、
1993 年同院副院長、2006 年同院統括副院長。2012 年社会医療法人共愛会 戸
畑共立病院院長代行、2017 年同院院長に就任。

今村鉄男（いまむら・てつお）氏
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福岡県
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1日、300人以上の多来患者が訪れる外来入口。320列 ADCTをはじめ CT 計３台、3Tおよび1.5T MRI各1台といった高性能画像診
断装置に加え、リニアック、トモセラピーやサイバーナイフ等の放射線治療装置を装備していることで、近隣医療施設からの紹介患者も多い。

社会医療法人共愛会 戸畑リハビリテーション病院は、2003
年 2 月に開設。回復期リハビリテーション病棟 74 床、地域包
括ケア病棟 82 床、緩和ケア病棟 17 床の計 173 床の病床を
持ち、地域におけるリハビリテーション、緩和ケアの中核病院
として専門的かつ高度な医療を提供している。

社会医療法人共愛会 明治町クリニック外観。明治町エリア
には、同クリニックをはじめ、外来クリニックとデイサービス、
住宅型有料老人ホーム「サンセリテ明治町」、あやめ在宅ケ
アセンターを揃え、医療・介護サービスを提供している。

（    ）9 （    ）8新　医　療　2021年7月号新　医　療　2021年7月号
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や
維
持
等
に
か
か
る
コ
ス
ト
や
、
シ
ス
テ
ム
を
病

院
の
運
用
に
合
わ
せ
る
手
間
と
作
業
時
間
は
膨

大
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
更
新
に
際
し
て
は
、
４

社
の
ベ
ン
ダ
に
声
を
か
け
ま
し
た
が
、
１
社
は
コ

ス
ト
面
で
折
り
合
い
が
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
、
残

り
の
３
社
に
病
院
全
職
員
を
対
象
と
し
た
プ
レ

ゼ
ン
等
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

２
０
１
３
年
か
ら
使
用
し
て
い
た
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
『HA

PPY
 A

CT
IS

』
の
新
バ
ー
ジ
ョ
ン

に
更
新
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
で
の
プ
ラ
ス
評
価
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
当
院
が
要
望
と
し
て
出
し
て
い
た
共
愛
会

３
施
設
の
シ
ス
テ
ム
連
携
を
実
現
、
部
門
シ
ス
テ

ム
や
端
末
の
契
約
で
の
柔
軟
な
対
応
に
よ
る
コ
ス

ト
削
減
、
そ
し
て
何
よ
り
７
年
間
共
に
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
運
用
、
改
善
に
携
わ
っ

て
き
た
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
の
ス

タ
ッ
フ
が
、
引
き
続
き
シ
ス
テ
ム
を
担
当
す
る
と

い
う
安
心
感
が
大
き
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

「H
A

PPY
 A

CT
IS

」
の
優
れ
て
い
る
点
に
つ
い

て
、
佐
藤
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
個
人
的
に
は
、
直
感
的
な
操
作
性
に
加
え
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
画
面
の
見

や
す
さ
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
画
面
の
色
使
い

の
良
さ
や
、
表
示
さ
れ
る
文
字
の
大
き
さ
な
ど

の
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
、
何
度
も
ク
リ
ッ
ク
せ
ず
と

　

戸
畑
共
立
病
院
の
医
療
Ｉ
Ｔ
化
は
２
０
１
１

年
に
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
基
幹
と
し
た
病

院
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
を
端
緒
に
、
２
０
１
３

年
に
は
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
そ

し
て
シ
ス
テ
ム
導
入
か
ら
６
年
が
経
過
し
、
サ
ー

バ
О
Ｓ
の
サ
ポ
ー
ト
が
期
限
切
れ
間
近
と
な
っ
た

た
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
更
新
が
急
務

と
な
り
、
２
０
２
０
年
11
月
に
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
を
更
新
し
た
。
シ
ス
テ
ム
更
新
の
経
緯
と
現

行
シ
ス
テ
ム
選
定
理
由
に
つ
い
て
、
電
子
カ
ル
テ

委
員
会
の
委
員
長
で
、
シ
ス
テ
ム
更
新
の
責
任

者
で
あ
っ
た
副
院
長
兼
救
急
総
合
診
療
部
長
の

佐
藤
英
博
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
が
広
く
普
及
し
て
い
る

現
在
、
各
ベ
ン
ダ
で
リ
リ
ー
ス
し
て
い
る
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
に
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
性
能
の
違

い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入

1957 年広島県出身。1984 年久留米大学医学
部卒。1992 年医療法人共愛会 共立病院勤務、
1997 年同院 外科部長、2006 年同院副院長兼
外科部長。2011 年社会医療法人協会 戸畑共
立病院副院長兼救急総合診療部長。

佐藤英博（さとう・ひでひろ）氏

社
会
医
療
法
人
共
愛
会 
戸
畑
共
立
病
院

副
院
長
兼
救
急
総
合
診
療
部
長 

佐
藤
英
博
氏
に
聞
く

■

社
会
医
療
法
人
共
愛
会 

戸
畑
共
立
病
院

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
コ
ス
ト
と
作
業
負
担
で

よ
り
機
能
進
化
を
遂
げ
た
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
更
新
を
実
現

社会医療法人共愛会の病院情報システム構成図。電子カルテシステム「HAPPY 
ACTIS」を基幹システムとして、戸畑共立病院、戸畑リハビリテーション病院、明治町ク
リニックの 3 施設間を１システムで統合。法人全体による情報共有を実現している。

も
、
患
者
さ
ん
の
診
療
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
こ

と
が
容
易
で
す
。

　

ま
た
、
従
前
の
シ
ス
テ
ム
の
頃
か
ら
、
シ
ス
テ

ム
の
改
善
要
望
に
対
す
る
真
摯
な
対
応
に
好
感

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

も
病
院
側
の
意
図
を
汲
み
な
が
ら
、
高
額
な
シ

ス
テ
ム
改
良
を
せ
ず
と
も
既
存
の
機
能
で
効
率

的
な
シ
ス
テ
ム
運
用
法
を
提
案
す
る
な
ど
、
ベ
ン

ダ
の
対
応
力
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
院

内
ス
タ
ッ
フ
の
皆
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

今
回
の
更
新
で
は
、
病
棟
に
新
デ
バ
イ
ス
と

「HA
PPY

 A
CT

IS-ERD

」
の
導
入
を
行
っ
て
い

る
。
同
シ
ス
テ
ム
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
、
佐
藤

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
従
来
、
別
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
歯
科
の
シ
ス
テ

ム
を
同
じ
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
の

『H
A

PPY
 A

CT
IS-ERD

』
に
更
新
し
ま
し
た
。

同
じ
ベ
ン
ダ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
で
、

デ
ー
タ
の
一
元
化
を
実
現
で
き
、
診
療
科
側
か
ら

も
入
院
患
者
の
歯
科
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
容
易

に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
は
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
す
ね
。
ま
た
、
当
院
の
歯
科
口
腔
外

科
の
医
師
は
九
州
歯
科
大
学
出
身
の
者
が
多
く
、

同
大
学
病
院
で
『H

A
PPY

 A
CT

IS-ERD

』
を

導
入
し
て
い
る
点
も
評
価
し
、
導
入
を
決
定
し

ま
し
た
」

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
か
ら
半
年
が

経
過
し
、
シ
ス
テ
ム
稼
働
は
順
調
な
も
の
の
、
課

し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
端
末
を
導
入
す
る
な
ど
、

従
前
の
シ
ス
テ
ム
以
上
に
機
能
性
を
高
め
た
シ
ス

テ
ム
構
築
を
果
た
し
て
い
る
。

　

今
回
の
更
新
で
は
、
同
院
の
強
み
で
あ
る
院

内
の
歯
科
口
腔
外
科
と
の
デ
ー
タ
連
携
を
強
化

す
る
た
め
、
同
じ
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ

ム
ズ
製
の
歯
科
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

題
も
多
い
と
佐
藤
氏
は
話
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
院
内
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

等
に
制
約
が
あ
り
、
新
し
く
導
入
し
た
文
書
管

理
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
が
十
全
に
機
能
し
て
い
な

い
の
が
残
念
で
す
ね
。
今
後
、
シ
ス
テ
ム
に
合
わ

せ
た
書
式
の
設
定
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
棟
に
新
た
な
入
力
デ
バ
イ
ス
と
し

て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
端
末
を
導
入
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
試
用
段
階
で
も
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
同

端
末
の
機
能
強
化
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

加
え
て
、
当
法
人
に
は
介
護
関
連
の
施
設
も

多
い
の
で
、
例
え
ば
訪
問
看
護
の
た
め
に
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
を
外
部
に
持
ち
出
せ
る

よ
う
な
機
能
も
実
装
し
て
ほ
し
い
で
す
。
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
上
の
問
題
が
あ
り
、
な
か
な
か
難
し
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ

ム
ズ
に
は
是
非
実
現
を
目
指
し
て
、
さ
ら
な
る

シ
ス
テ
ム
の
機
能
改
善
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

システム構成図

■

社
会
医
療
法
人
共
愛
会 

戸
畑
共
立
病
院

医
療
Ｉ
Ｔ
に
精
通
し
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

仮
想
化
や
シ
ス
テ
ム
端
末
の
買
い
切
り
等
で
、コ
ス
ト
低
減
図
る

直
感
的
な
操
作
性
と
画
面
の
見
や
す
さ
、

ベ
ン
ダ
の
サ
ポ
ー
ト
力
を
高
く
評
価

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「H

A
PPY AC

TIS

」

同
一
ベ
ン
ダ
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
採
用
、

電
子
カ
ル
テ
と
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
を
実
現

歯
科
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム「H

A
PPY AC

TIS
-ER

D

」
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や
維
持
等
に
か
か
る
コ
ス
ト
や
、
シ
ス
テ
ム
を
病

院
の
運
用
に
合
わ
せ
る
手
間
と
作
業
時
間
は
膨

大
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
更
新
に
際
し
て
は
、
４

社
の
ベ
ン
ダ
に
声
を
か
け
ま
し
た
が
、
１
社
は
コ

ス
ト
面
で
折
り
合
い
が
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
、
残

り
の
３
社
に
病
院
全
職
員
を
対
象
と
し
た
プ
レ

ゼ
ン
等
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

２
０
１
３
年
か
ら
使
用
し
て
い
た
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
『HA

PPY
 A

CT
IS

』
の
新
バ
ー
ジ
ョ
ン

に
更
新
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
で
の
プ
ラ
ス
評
価
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
当
院
が
要
望
と
し
て
出
し
て
い
た
共
愛
会

３
施
設
の
シ
ス
テ
ム
連
携
を
実
現
、
部
門
シ
ス
テ

ム
や
端
末
の
契
約
で
の
柔
軟
な
対
応
に
よ
る
コ
ス

ト
削
減
、
そ
し
て
何
よ
り
７
年
間
共
に
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
運
用
、
改
善
に
携
わ
っ

て
き
た
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
の
ス

タ
ッ
フ
が
、
引
き
続
き
シ
ス
テ
ム
を
担
当
す
る
と

い
う
安
心
感
が
大
き
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

「H
A

PPY
 A

CT
IS

」
の
優
れ
て
い
る
点
に
つ
い

て
、
佐
藤
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
個
人
的
に
は
、
直
感
的
な
操
作
性
に
加
え
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
画
面
の
見

や
す
さ
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
画
面
の
色
使
い

の
良
さ
や
、
表
示
さ
れ
る
文
字
の
大
き
さ
な
ど

の
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
、
何
度
も
ク
リ
ッ
ク
せ
ず
と

　

戸
畑
共
立
病
院
の
医
療
Ｉ
Ｔ
化
は
２
０
１
１

年
に
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
基
幹
と
し
た
病

院
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
を
端
緒
に
、
２
０
１
３

年
に
は
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
そ

し
て
シ
ス
テ
ム
導
入
か
ら
６
年
が
経
過
し
、
サ
ー

バ
О
Ｓ
の
サ
ポ
ー
ト
が
期
限
切
れ
間
近
と
な
っ
た

た
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
更
新
が
急
務

と
な
り
、
２
０
２
０
年
11
月
に
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
を
更
新
し
た
。
シ
ス
テ
ム
更
新
の
経
緯
と
現

行
シ
ス
テ
ム
選
定
理
由
に
つ
い
て
、
電
子
カ
ル
テ

委
員
会
の
委
員
長
で
、
シ
ス
テ
ム
更
新
の
責
任

者
で
あ
っ
た
副
院
長
兼
救
急
総
合
診
療
部
長
の

佐
藤
英
博
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
が
広
く
普
及
し
て
い
る

現
在
、
各
ベ
ン
ダ
で
リ
リ
ー
ス
し
て
い
る
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
に
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
性
能
の
違

い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入

も
、
患
者
さ
ん
の
診
療
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
こ

と
が
容
易
で
す
。

　

ま
た
、
従
前
の
シ
ス
テ
ム
の
頃
か
ら
、
シ
ス
テ

ム
の
改
善
要
望
に
対
す
る
真
摯
な
対
応
に
好
感

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

も
病
院
側
の
意
図
を
汲
み
な
が
ら
、
高
額
な
シ

ス
テ
ム
改
良
を
せ
ず
と
も
既
存
の
機
能
で
効
率

的
な
シ
ス
テ
ム
運
用
法
を
提
案
す
る
な
ど
、
ベ
ン

ダ
の
対
応
力
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
院

内
ス
タ
ッ
フ
の
皆
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

今
回
の
更
新
で
は
、
病
棟
に
新
デ
バ
イ
ス
と

「HA
PPY

 A
CT

IS-ERD

」
の
導
入
を
行
っ
て
い

る
。
同
シ
ス
テ
ム
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
、
佐
藤

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
従
来
、
別
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
歯
科
の
シ
ス
テ

ム
を
同
じ
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
の

『H
A

PPY
 A

CT
IS-ERD

』
に
更
新
し
ま
し
た
。

同
じ
ベ
ン
ダ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
で
、

デ
ー
タ
の
一
元
化
を
実
現
で
き
、
診
療
科
側
か
ら

も
入
院
患
者
の
歯
科
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
容
易

に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
は
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
す
ね
。
ま
た
、
当
院
の
歯
科
口
腔
外

科
の
医
師
は
九
州
歯
科
大
学
出
身
の
者
が
多
く
、

同
大
学
病
院
で
『H

A
PPY

 A
CT

IS-ERD

』
を

導
入
し
て
い
る
点
も
評
価
し
、
導
入
を
決
定
し

ま
し
た
」

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
か
ら
半
年
が

経
過
し
、
シ
ス
テ
ム
稼
働
は
順
調
な
も
の
の
、
課

し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
端
末
を
導
入
す
る
な
ど
、

従
前
の
シ
ス
テ
ム
以
上
に
機
能
性
を
高
め
た
シ
ス

テ
ム
構
築
を
果
た
し
て
い
る
。

　

今
回
の
更
新
で
は
、
同
院
の
強
み
で
あ
る
院

内
の
歯
科
口
腔
外
科
と
の
デ
ー
タ
連
携
を
強
化

す
る
た
め
、
同
じ
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ

ム
ズ
製
の
歯
科
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

題
も
多
い
と
佐
藤
氏
は
話
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
院
内
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

等
に
制
約
が
あ
り
、
新
し
く
導
入
し
た
文
書
管

理
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
が
十
全
に
機
能
し
て
い
な

い
の
が
残
念
で
す
ね
。
今
後
、
シ
ス
テ
ム
に
合
わ

せ
た
書
式
の
設
定
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
棟
に
新
た
な
入
力
デ
バ
イ
ス
と
し

て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
端
末
を
導
入
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
試
用
段
階
で
も
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
同

端
末
の
機
能
強
化
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

加
え
て
、
当
法
人
に
は
介
護
関
連
の
施
設
も

多
い
の
で
、
例
え
ば
訪
問
看
護
の
た
め
に
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
を
外
部
に
持
ち
出
せ
る

よ
う
な
機
能
も
実
装
し
て
ほ
し
い
で
す
。
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
上
の
問
題
が
あ
り
、
な
か
な
か
難
し
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ

ム
ズ
に
は
是
非
実
現
を
目
指
し
て
、
さ
ら
な
る

シ
ス
テ
ム
の
機
能
改
善
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

電子カルテシステム「HAPPY ACTIS」の
カルテ画面。配色や文字の大きさ等、ユニ
バーサルデザインによる見やすさと直感的な
操作が可能な扱いやすいシステムとして、
ユーザーの評価が高い（右下はスマホ端
末画面）。

歯科電子カルテシステム「HAPPY ACTIS-ERD」のカル
テ画面。歯科用に特化した電子カルテシステムであるととも
に、電子カルテ「HAPPY ACTIS」とのデータ連携により、
シームレスな医歯連携を実現している。

過
し
シ
ス
テ
ム
更
新
が
急
務
と
な
っ
た
際
、
新
し

い
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

フ
ラ
ッ
ト
な
条
件
下
で
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

の
ベ
ン
ダ
選
定
を
行
っ
た
と
友
枝
氏
は
語
る
。

「
共
愛
会
の
施
設
間
連
携
を
実
現
す
る
こ
と
、
進

展
を
続
け
る
情
報
技
術
の
成
果
を
取
り
入
れ
な

が
ら
シ
ス
テ
ム
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
、
保
守

体
制
の
強
化
や
ノ
ン
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
前
提
に
現

行
用
に
近
づ
け
た
シ
ス
テ
ム
設
定
、
職
員
の
負
担

軽
減
と
い
っ
た
〝
働
き
方
改
革
〟
へ
の
対
応
が
可

能
な
こ
と
な
ど
、
当
院
の
決
し
て
少
な
く
な
い
要

望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
定
さ
れ
る
３

社
の
ベ
ン
ダ
に
声
を
か
け
、
院
外
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
あ
る
ア
ス
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
社
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
選
定
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
当
然
、

３
社
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
が
、
院
内
ス
タ
ッ
フ
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

評
価
も
加
味
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
総
合
的

な
評
価
が
最
も
高
か
っ
た
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル

シ
ス
テ
ム
ズ
の
『H

A
PPY

 A
CT

IS

』
を
引
き

続
き
採
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
し
た
。

　

キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
は
、
参
加

社
中
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
最
も
力
が
入
っ

て
い
ま
し
た
ね
。
担
当
者
の
参
加
人
数
も
最
も

多
か
っ
た
で
す
し
、
ス
タ
ッ
フ
も
熱
心
で
患
者
の

詳
細
な
ダ
ミ
ー
デ
ー
タ
の
作
成
や
、
参
加
者
の
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
疑
問
に
的
確

に
答
え
る
姿
勢
な
ど
、
従
来
か
ら
担
当
し
て
い

る
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
の
強
み
を
生
か
し
た
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
こ
と
は
、
非
常
に

印
象
的
で
し
た
」

　

戸
畑
共
立
病
院
の
企
画
情
報
課
は
、
主
に
病

院
運
営
に
関
わ
る
企
画
立
案
、
経
営
分
析
、
第

三
者
評
価
な
ど
の
業
績
評
価
、
病
院
の
収
入
増

お
よ
び
経
費
削
減
の
企
画
立
案
や
ト
ッ
プ
会
議

の
事
務
局
運
営
、
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
企
画

立
案
や
保
守
業
務
の
監
督
な
ど
、
幅
広
い
事
務

業
務
を
担
当
す
る
部
署
で
あ
る
。
同
課
の
課
長

を
務
め
る
友
枝 

亮
氏
は
、
２
０
１
３
年
の
電
子

カ
ル
テ
導
入
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
２
０
１
３
年
に
『H

A
PPY

-A
CT

IS

』
を
選
定

し
た
の
は
、
当
時
の
院
長
の
強
い
要
望
と
聞
い
て

い
ま
す
。
他
の
大
手
ベ
ン
ダ
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
に
比
べ
て
コ
ス
ト
を
抑
え
た
導
入
が
可
能
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
と
し
て

の
付
き
合
い
も
長
く
、
ベ
ン
ダ
へ
の
信
頼
性
や
各

種
医
療
機
器
と
の
親
和
性
を
評
価
し
て
導
入
し

た
と
の
こ
と
で
す
」

　

前
出
の
よ
う
に
、
導
入
か
ら
６
年
以
上
が
経

社
会
医
療
法
人
共
愛
会 

経
営
戦
略
室

戸
畑
共
立
病
院 

企
画
情
報
課 

課
長 

友
枝　

亮
氏
に
聞
く

■

社
会
医
療
法
人
共
愛
会 

戸
畑
共
立
病
院

医
療
Ｉ
Ｔ
に
精
通
し
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

仮
想
化
や
シ
ス
テ
ム
端
末
の
買
い
切
り
等
で
、コ
ス
ト
低
減
図
る

電
子
化
さ
れ
て
い
な
い
部
門
を
Ｉ
Ｔ
化
し
て

院
内
で
の
診
療
情
報
の
一
元
化
を
目
指
す

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
改
善

1977年福岡県出身。2004年戸畑共立
病院医事課入職。2012 年より同院企
画情報課勤務。

友枝　亮（ともえだ・りょう）氏
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電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
更
新
に
際
し
て
は
、
同

院
の
機
器
や
シ
ス
テ
ム
、
資
材
購
入
に
携
わ
っ
て

い
る
ア
ス
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
社
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
大

変
役
立
っ
た
と
友
枝
氏
は
話
す
。

「
ア
ス
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
社
は
、
当
院
の
機
材
購
入

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
企
業
で
す
が
、
同
社
の

ス
タ
ッ
フ
に
は
医
療
情
報
技
術
師
の
資
格
を
持
つ

担
当
者
も
い
ま
す
。

　

当
院
の
よ
う
な
２
０
０
床
規
模
の
医
療
機
関

に
は
Ｉ
Ｔ
専
門
の
人
材
を
雇
い
入
れ
る
余
裕
は

な
く
、
Ｉ
Ｔ
に
不
慣
れ
な
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
各
地

の
展
示
会
等
を
回
り
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
の
検
討

を
行
う
の
で
は
、
時
間
も
コ
ス
ト
も
掛
か
り
す
ぎ

ま
す
。
ア
ス
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
社
の
よ
う
な
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
い
た
こ
と
で
、
院
内
で
の
プ
レ
ゼ
ン
実

施
や
、シ
ス
テ
ム
の
価
格
面
で
の
検
証
、付
帯
サ
ー

ビ
ス
の
確
認
な
ど
、
多
面
的
な
評
価
が
可
能
で

し
た
。
医
療
Ｉ
Ｔ
に
関
し
て
第
三
者
の
視
点
で
外

部
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
と
、
そ
れ
な
り
に
コ

ス
ト
は
掛
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ト
ー
タ
ル

で
み
れ
ば
、
よ
り
適
正
な
価
格
で
、
よ
り
短
期

間
で
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
で
き
る

と
考
え
ま
す
」

　

友
枝
氏
は
、「H

A
PPY

 A
CT

IS

」
の
機
能
性

と
、
ベ
ン
ダ
の
対
応
力
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
多
数
の
医
療
機
関
で
実
績
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
シ

ス
テ
ム
ズ
社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る

か
っ
た
の
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム

ズ
の
貢
献
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
デ
ー
タ
の
２
次
利
用
に
関
す
る
機

能
が
少
々
扱
い
辛
い
点
等
、
改
善
す
べ
き
機
能

も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
さ
ら
に
機
能
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
、
よ
り
機
能
性
・
操
作
性

に
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
運
用
を
進
め
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

　

な
お
、透
析
セ
ン
タ
ー
や
手
術
室
に
関
し
て
は
、

一
部
紙
ベ
ー
ス
で
の
運
用
が
残
っ
て
い
る
部
門
も

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
部
門
で
も
Ｉ
Ｔ
化
を

進
め
、
次
期
更
新
に
は
院
内
の
完
全
電
子
化
を

達
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

中
長
期
的
に
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム

や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
に
も
取
り
組
む
考
え

で
あ
る
と
友
枝
氏
は
話
す
。

「
電
子
カ
ル
テ
更
新
に
先
立
ち
、
Ａ
Ｉ
問
診
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
大
い
に
役
立
ち
ま
し

た
。
今
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
も
取
り
組
む

考
え
で
す
が
、
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム
は
、
キ

『Caché

（
キ
ャ
シ
エ
）』
を
採
用
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
シ
ス
テ
ム
の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
速
い
と
多
く

の
ス
タ
ッ
フ
が
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
更
新
で
は
、
ノ
ン
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
を
基
本
に
作
業
を
進
め
ま
し
た
が
、
標
準
的

機
能
も
充
実
し
て
お
り
、
当
院
の
業
務
の
標
準

化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
」

　
コ
ス
ト
削
減
も
、
今
回
の
更
新
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
だ
っ
た
と
友
枝
氏
は
話
す
。

「
２
０
０
床
規
模
の
病
院
に
は
、
病
院
情
報
シ
ス

テ
ム
に
多
額
の
コ
ス
ト
は
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
に
お
願

い
し
、
様
々
な
コ
ス
ト
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
」

　

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
コ
ス
ト
削
減
策
と
し
て
、
シ

ス
テ
ム
の
仮
想
化
を
実
施
。
仮
想
化
サ
ー
バ
に
よ

る
運
用
で
サ
ー
バ
容
量
の
抑
制
と
、
そ
れ
に
伴
う

サ
ー
バ
室
の
管
理
費
用
等
を
削
減
し
た
ほ
か
、

サ
ー
バ
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
Ｐ
Ｃ
に
つ
い
て
は
Ｏ
Ｓ

に
よ
る
動
作
保
証
等
の
縛
り
が
な
い
よ
う
に
、

機
器
の
構
成
は
ベ
ン
ダ
フ
リ
ー
を
条
件
と
し
た
。

さ
ら
に
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
調
達
方
法
を
見
直
し
、

買
い
切
り
で
は
な
く
レ
ン
タ
ル
契
約
に
切
り
替

え
る
こ
と
に
変
更
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
Ｐ
Ｃ
な
ど
も

レ
ン
タ
ル
契
約
を
結
ん
で
、
更
新
に
伴
う
初
期

費
用
の
抑
制
を
図
っ
た
。

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
が
順
調
だ
っ
た

点
に
つ
い
て
、
ベ
ン
ダ
で
あ
る
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ

カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と

友
枝
氏
は
話
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
職
員
同
士
の
会
議
も
ま
ま
な

ら
な
い
中
で
、
同
じ
ベ
ン
ダ
の
シ
ス
テ
ム
更
新
故

に
、
デ
ー
タ
移
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
こ
と
は

良
か
っ
た
で
す
。
加
え
て
、
新
規
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

へ
の
更
新
等
を
含
め
た
作
業
を
２
日
間
で
実
施

す
る
な
ど
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
な

――看護部の概要についてお聞かせく
ださい。
　当院は病床数 218 床と規模は大きく
はありませんが、看護部には准看護師
20 名を含め看護師が 342 名、別に看
護補助者 62 名が勤務し、7 対 1看護
体制を維持して、手厚い看護業務を実
践しています。
――2020 年の更新では、多くの看護
師が「HAPPY ACTIS」を支持された
と伺っています。
　キヤノンメディカルシステムズを含め、
３社の電子カルテシステムによるプレゼ
ンが行われた際は、以前から操作して
いることもあるためか、“使いやすい” と
いう観点から、看護部の総意として

など、ポジティブなアクションを起こして
くれるので、とても感謝しています。
――病棟には新しいデバイスとして
iPhone が導入されたと伺っています。
　当初は１病棟で集中して運用していま
したが、その後 2 病棟に拡大し、現在
は全病棟にiphone 端末を配置してい
ます。PC 端末の持つ全機能を有してい
るわけではありませんが、三点認証や実
施入力等が可能となっており、わざわざ
ベッドサイドまで大型のノートPC 端末を
カートで運ぶ必要がなく、たいへん便利
になりました。また、iPhone の持つカメ
ラ機能も重宝しています。iPhoneで撮
影した写真は、直接電子カルテに取り
込むことができ、従来に比べて手間がか
かりません。この機能が最も利活用され
ていると思います。
――今後の電子カルテシステムに対する
要望をお聞かせください。
　システム改良については、更新時に
お願いしたシステム改善を実現していた
だくとともに、iPhone 端末の機能拡張
を進めてほしいですね。輸血や採血に

「HAPPY ACTIS」を推しました。
――2020 年の更新の際、具体的にど
のような要望を出されたのですか。
　細かな要望がほとんどですが、カル
テのメモ欄等に記載される診療に直接
関係のない情報をデータとして取り込む
ことが旧システムでは難しかったので、
データベースの拡張などの対応により、
このようなデータも収集してソーシャル
ワーカーや退院調整ナースと連携しや
すくなるように改良し、退院支援につな
げられることを要望しました。
　キヤノンメディカルシステムズの担当
者は、その他のシステム運用の改善に
ついても、システム改良が難しい場合は
別の方法による解決策を提案してくれる

歯科治療を一時中断するといった配慮
が可能となり、診療の質の向上につな
がります。
　さらに、電子化されたことで検査部
や放射線科と連携できるようになり、今
までは例えば血液検査をしても一つひと
つ検査項目の点数入力が必要だったり、
心電図やエコーなどの生理検査の点数
入力、CTを撮影しても造影剤やそれに
伴う薬剤の点数入力が必要でしたが、
そのような手間も一切なくなりました。
　今後は、歯科電子カルテシステムでよ
りシステマティックに算定漏れを無くす機
能を充実させてほしいですね。医科では
当然備わっているシステムに、歯科がやっ
と追いついてくれたと実感しています。

関する認証が、まだ PC 端末でないと
できないので、これらの業務がベッドサ
イドで簡便にできるようになると、一層
業務負担が減ると思います。
　また、入院患者に対する処置や対応
を実施した際のコスト算定を自動でシス
テムが行えるようになると、看護師がい
ちいちオーダ登録する必要もなくなり算
定漏れ等が減るので、適正なコスト管
理につなげられると思います。キヤノンメ
ディカルシステムズには、システム全体
のブラッシュアップを続けてもらい、より
便利で使いやすいシステムに改良してほ
しいと考えています。

2013 年の電子カルテ初導入以来、電子カルテシステムの導入・運用、
そして 2020 年のシステム更新に際しても看護部の中心メンバーとして
重責を担い続けている看護部 副看護部長の菊谷佳代氏に、
最新システムの有用性について話を聞いた。

社会医療法人共愛会 戸畑共立病院
副看護部長

菊谷佳代氏に聞く

病棟にスマホ端末を試験的に設置して機能強化を推進
三点認証やカメラ機能の駆使で業務効率の改善を実現

電子カルテ端末を参照する古田氏。１つの
端末上で「HAPPY ACTIS」「HAPPY 
ACTIS-ERD」の画面を展開することがで
き、双方の診療データを同時に把握すること
が可能である。

病棟に iPhone 端末を試験的に設置。三
点認証やベッドサイドでの写真撮影機能
を活用した病棟業務の効率化を実現。
今後はさらなる機能拡張を進めるという。

戸
畑
共
立
病
院
の
サ
ー
バ
室
。
今
回
の
更
新
で

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
、
各
部
門
シ
ス

テ
ム
の
サ
ー
バ
仮
想
化
を
実
現
。
シ
ス
テ
ム
関

連
費
用
の
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
て
い
る
。

院
外
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
に
耳
を
傾
け

コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
シ
ス
テ
ム
更
新
を
実
施

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
更
新
作
業

高
速
レ
ス
ポ
ン
ス
性
能
を
常
に
保
ち
つ
つ
、

病
院
側
の
様
々
な
要
望
に
積
極
的
に
対
応

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「H

A
PPY AC

TIS

」
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戸畑共立病院
社会医療法人共愛会

所在地：福岡県北九州市戸畑区沢見 2-5-1
院　長：今村鉄男
病床数：218 床（HCU16 床）
※新型コロナウイルス対応のため21床休床中

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
更
新
に
際
し
て
は
、
同

院
の
機
器
や
シ
ス
テ
ム
、
資
材
購
入
に
携
わ
っ
て

い
る
ア
ス
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
社
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
大

変
役
立
っ
た
と
友
枝
氏
は
話
す
。

「
ア
ス
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
社
は
、
当
院
の
機
材
購
入

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
企
業
で
す
が
、
同
社
の

ス
タ
ッ
フ
に
は
医
療
情
報
技
術
師
の
資
格
を
持
つ

担
当
者
も
い
ま
す
。

　

当
院
の
よ
う
な
２
０
０
床
規
模
の
医
療
機
関

に
は
Ｉ
Ｔ
専
門
の
人
材
を
雇
い
入
れ
る
余
裕
は

な
く
、
Ｉ
Ｔ
に
不
慣
れ
な
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
各
地

の
展
示
会
等
を
回
り
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
の
検
討

を
行
う
の
で
は
、
時
間
も
コ
ス
ト
も
掛
か
り
す
ぎ

ま
す
。
ア
ス
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
社
の
よ
う
な
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
い
た
こ
と
で
、
院
内
で
の
プ
レ
ゼ
ン
実

施
や
、シ
ス
テ
ム
の
価
格
面
で
の
検
証
、付
帯
サ
ー

ビ
ス
の
確
認
な
ど
、
多
面
的
な
評
価
が
可
能
で

し
た
。
医
療
Ｉ
Ｔ
に
関
し
て
第
三
者
の
視
点
で
外

部
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
と
、
そ
れ
な
り
に
コ

ス
ト
は
掛
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ト
ー
タ
ル

で
み
れ
ば
、
よ
り
適
正
な
価
格
で
、
よ
り
短
期

間
で
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
で
き
る

と
考
え
ま
す
」

　

友
枝
氏
は
、「H

A
PPY

 A
CT

IS

」
の
機
能
性

と
、
ベ
ン
ダ
の
対
応
力
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
多
数
の
医
療
機
関
で
実
績
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
シ

ス
テ
ム
ズ
社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る

か
っ
た
の
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム

ズ
の
貢
献
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
デ
ー
タ
の
２
次
利
用
に
関
す
る
機

能
が
少
々
扱
い
辛
い
点
等
、
改
善
す
べ
き
機
能

も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
さ
ら
に
機
能
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
、
よ
り
機
能
性
・
操
作
性

に
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
運
用
を
進
め
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

　

な
お
、透
析
セ
ン
タ
ー
や
手
術
室
に
関
し
て
は
、

一
部
紙
ベ
ー
ス
で
の
運
用
が
残
っ
て
い
る
部
門
も

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
部
門
で
も
Ｉ
Ｔ
化
を

進
め
、
次
期
更
新
に
は
院
内
の
完
全
電
子
化
を

達
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

中
長
期
的
に
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム

や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
に
も
取
り
組
む
考
え

で
あ
る
と
友
枝
氏
は
話
す
。

「
電
子
カ
ル
テ
更
新
に
先
立
ち
、
Ａ
Ｉ
問
診
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
大
い
に
役
立
ち
ま
し

た
。
今
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
も
取
り
組
む

考
え
で
す
が
、
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム
は
、
キ

『Caché

（
キ
ャ
シ
エ
）』
を
採
用
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
シ
ス
テ
ム
の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
速
い
と
多
く

の
ス
タ
ッ
フ
が
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
更
新
で
は
、
ノ
ン
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
を
基
本
に
作
業
を
進
め
ま
し
た
が
、
標
準
的

機
能
も
充
実
し
て
お
り
、
当
院
の
業
務
の
標
準

化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
」

　
コ
ス
ト
削
減
も
、
今
回
の
更
新
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
だ
っ
た
と
友
枝
氏
は
話
す
。

「
２
０
０
床
規
模
の
病
院
に
は
、
病
院
情
報
シ
ス

テ
ム
に
多
額
の
コ
ス
ト
は
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
に
お
願

い
し
、
様
々
な
コ
ス
ト
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
」

　

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
コ
ス
ト
削
減
策
と
し
て
、
シ

ス
テ
ム
の
仮
想
化
を
実
施
。
仮
想
化
サ
ー
バ
に
よ

る
運
用
で
サ
ー
バ
容
量
の
抑
制
と
、
そ
れ
に
伴
う

サ
ー
バ
室
の
管
理
費
用
等
を
削
減
し
た
ほ
か
、

サ
ー
バ
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
Ｐ
Ｃ
に
つ
い
て
は
Ｏ
Ｓ

に
よ
る
動
作
保
証
等
の
縛
り
が
な
い
よ
う
に
、

機
器
の
構
成
は
ベ
ン
ダ
フ
リ
ー
を
条
件
と
し
た
。

さ
ら
に
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
調
達
方
法
を
見
直
し
、

買
い
切
り
で
は
な
く
レ
ン
タ
ル
契
約
に
切
り
替

え
る
こ
と
に
変
更
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
Ｐ
Ｃ
な
ど
も

レ
ン
タ
ル
契
約
を
結
ん
で
、
更
新
に
伴
う
初
期

費
用
の
抑
制
を
図
っ
た
。

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
が
順
調
だ
っ
た

点
に
つ
い
て
、
ベ
ン
ダ
で
あ
る
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ

カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と

友
枝
氏
は
話
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
職
員
同
士
の
会
議
も
ま
ま
な

ら
な
い
中
で
、
同
じ
ベ
ン
ダ
の
シ
ス
テ
ム
更
新
故

に
、
デ
ー
タ
移
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
こ
と
は

良
か
っ
た
で
す
。
加
え
て
、
新
規
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

へ
の
更
新
等
を
含
め
た
作
業
を
２
日
間
で
実
施

す
る
な
ど
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
な

ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
で
も
画
像
診
断

支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
開
発
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
よ
う
な
機
能
を
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
に
今

後
実
装
し
て
い
き
、
さ
ら
に
効
率
的
で
質
の
高
い

医
療
の
提
供
に
貢
献
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

――歯科口腔外科の概要からお聞かせ
ください。
　歯科口腔外科には歯科医師４名、歯
科衛生士９名が勤務しており、地域歯
科診療支援病院として近隣の歯科診
療所と連携を取り、紹介された患者さん
に、より快適で適切な治療を提供して
います。年間の外来患者数は 2020 年
度実績で９７７４名の患者さんを診療し
ていますが、外来だけでなく、全身麻酔
手術や入院患者さんの口腔管理にも携
わっており、在宅訪問歯科診療も 489
件実施しています。
――歯科電子カルテシステム導入の経
緯についてお聞かせください。
　歯科用の部門システムは以前から導

――看護部の概要についてお聞かせく
ださい。
　当院は病床数 218 床と規模は大きく
はありませんが、看護部には准看護師
20 名を含め看護師が 342 名、別に看
護補助者 62 名が勤務し、7 対 1看護
体制を維持して、手厚い看護業務を実
践しています。
――2020 年の更新では、多くの看護
師が「HAPPY ACTIS」を支持された
と伺っています。
　キヤノンメディカルシステムズを含め、
３社の電子カルテシステムによるプレゼ
ンが行われた際は、以前から操作してい
ることもあるためか、“使いやすい” とい
う観 点から、看護部の総 意として

「HAPPY ACTIS」との連動性だけでな
く、当院に赴任する歯科医師の多くが
九州歯科大学の出身で、同大学病院で

「HAPPY ACTIS-ERD」を導入してい
ることで、歯科医師たちが操作しやすい
であろうという配慮もありました。
――歯科用電子カルテシステム導入で、
どのような効果がありましたか。
　「HAPPY ACTIS-ERD」に診療デー
タを入力すれば、自動的に「HAPPY 
ACTIS」にもそのデータが反映されるの
で、診療後にデータを登録する手間が
なくなり、スタッフの労働負荷が大いに
軽減されましたね。
　また、システム連携ができたことで一
般診療科側からも歯科の診療データが
簡単に参照でき、歯科で処方されてい
る薬の内容などを簡単に把握すること
が可能になっています。逆に、歯科側も、

「HAPPY ACTIS」の診療データを参照
することで入院患者さんの全身状態を
容易に把握できます。そのことが、例えば、
歯科を受診中の入院患者さんが、がん
の化学療法中に体調が悪くなった時、

入されていましたが、それはレセプトを
ベースとしたシステムであり、電子カルテ
システムとは連携していないものでした。
そのため、電子カルテと歯科用のシステ
ムに二重でデータを登録しなければなら
ないなど、とても手間がかかり、それら
の作業は診療業務を終えてから実施し
ていたため、勤務時間が超過するなど
スタッフに過重な労働を強いていました。
　そこで、2020 年の更新では、電子
カルテシステムと連携可能な歯科電子
カルテシステムを導入してもらえるよう要
望を出し、診療科の電子カルテシステム
と同じキヤノンメディカルシステムズ製の

「HAPPY ACTIS-ERD」の導入に至り
ました。決め手は、電子カルテシステム

歯科治療を一時中断するといった配慮
が可能となり、診療の質の向上につな
がります。
　さらに、電子化されたことで検査部
や放射線科と連携できるようになり、今
までは例えば血液検査をしても一つひと
つ検査項目の点数入力が必要だったり、
心電図やエコーなどの生理検査の点数
入力、CTを撮影しても造影剤やそれに
伴う薬剤の点数入力が必要でしたが、
そのような手間も一切なくなりました。
　今後は、歯科電子カルテシステムでよ
りシステマティックに算定漏れを無くす機
能を充実させてほしいですね。医科では
当然備わっているシステムに、歯科がやっ
と追いついてくれたと実感しています。

2020 年の電子カルテ更新では、連携可能な歯科電子カルテシステム
「HAPPY ACTIS-ERD」を導入して、一般診療科と歯科口腔外科との
シームレスな連携を実現している。歯科口腔外科 部長の古田功彦氏に、
歯科電子カルテシステムの有用性について話を聞いた。

社会医療法人共愛会 戸畑共立病院
歯科口腔外科 部長

古田功彦氏に聞く

歯科電子カルテシステムの導入でデータ連携を実現
診療科との連携で業務改善と医療の質の向上を図る

電子カルテ端末を参照する古田氏。１つの
端末上で「HAPPY ACTIS」「HAPPY 
ACTIS-ERD」の画面を展開することがで
き、双方の診療データを同時に把握すること
が可能である。

　100 年以上の長きに渡り、北九州医療
圏の地域医療を支え続けている戸畑共立
病院。特に北九州市の戸畑区、若松区に
おける中核的な医療を担っている。
　2020 年度は新型コロナウイルス感染症
の影響を受け、同感染症対応のために 21
床を休床とする措置をとるなど、通常診
療にも影響を受けているが、これまでの
経験から学んだことを活かし、地域医療
を支え続けていくとしている。

戸
畑
共
立
病
院
の
サ
ー
バ
室
。
今
回
の
更
新
で

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
、
各
部
門
シ
ス

テ
ム
の
サ
ー
バ
仮
想
化
を
実
現
。
シ
ス
テ
ム
関

連
費
用
の
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
て
い
る
。
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